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〈摘 要〉












しかし､ 子どもの体力低下や健康問題､ 身体発育のアンバランスなどは､ そもそも 1970
年代にはすでに取り上げられており､ それ以降続いているのが現状である｡ 体力について
は､ スポーツ庁が毎年実施している ｢新体力テスト｣ 結果のデータ1) によれば､ 近年はや




針｣2) ｢幼稚園教育要領｣3) における ｢幼児教育を行う施設として共有すべき事項｣ には､
決して幼児の ｢体力向上｣ は明記されてはいない｡ つまり幼児教育を行う施設で実施され
ている運動遊びや体を動かすこと等は､ 幼児の体力向上を主たる目的とはしておらず､ 領
域 ｢健康｣ の ｢ねらい｣ にある ｢明るく伸び伸びと行動し､ 充実感を味わう｣ ｢自分の体
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的環境としての保育士､ 幼稚園教諭が重要とされている｡ 領域 ｢健康｣ における ｢内容｣
の ｢いろいろな遊びの中で十分に体を動かす｣ ｢進んで戸外で遊ぶ｣ などは､ 保育者が様々
な遊びや体を動かすことを知り､ その楽しさを幼児たちと共有することで､ 幼児の運動遊
びに対する積極性を向上させることができる｡ 川邉ら4) が言うように､ 十分に体を動かす
ためには､ ダイナミックな動きや様々な動きを､ 幼児の興味の幅が広がるような働きかけ
が重要であり､ また原田ら5) が ｢4 間｣ がなくなったと言うように､ 外で遊ぶ空間､ 遊び












2017-2019 年の A県と B県における保育士・幼稚園教諭養成機関の女子大学生 (学生)
(18-20 歳) 1 年生 204 名､ 2 年生 44 名の計 248 名であった｡ 調査方法は､ 講義内に研究
内容を説明し､ 同意を得てからスマートフォンによるWebを用いてアンケート調査を行っ
た｡ 実施時期は各年の 4月に行った｡ アンケート項目は､ 現状の運動実施状況､ これまで
の運動部活動の実施状況を調査するため､ 文部科学省が実施している ｢新体力テスト実施
要項 (20～64 歳対象) 記録用紙｣7) にある項目から､ 4 項目を抽出した (表 1)｡ またこれ





解析は､ 健康状態､ 体力､ 運動・スポーツ実施状況､ 運動部活動経験の 4項目について､






最も多かった回答は ｢まあ健康である｣ (50.0％) であった｡ 次いで ｢大いに健康であ
る｣ (45.6％) であった｡ ｢あまり健康ではない｣ と回答したものは､ 4.4％であった｡ ま
た全国平均と比較すると､ ｢大いに健康である｣ は､ 全国平均 (32.4％) より高く､ また
｢まあ健康である｣ (50.0％) は､ 全国平均 (64％) より少ない傾向にあった｡ ｢あまり健
康ではない｣ はほぼ同じ割合であった｡ (表 2)
2. 体力について
最も多かった回答は､ ｢普通である｣ (50.8％) であった｡ 次いで ｢不安がある｣
(39.1％) であった｡ また全国平均と比較すると､ ｢普通である｣ が全国平均と比較して少





1. 健康状態 1. 大いに健康 2. まあ健康 3. あまり健康ではない
2. 体力 1. 自信がある 2. 普通である 3. 不安がある
3. 現状の運動・ス
ポーツ実施状況
1. ほぼ毎日 2. ときどき 3. ときたま 4. しない
(週 3-4 日) (週 1-2 日) (月 1-3 日)
4. 学校時代の運動
部活動経験
1. 中学のみ 2. 高校のみ 3. 大学のみ 4. 中学・高校
5. 中学・大学 6. 高校・大学 7. 中学・高校・大学 8. なし
5. 幼稚園・保育園時代に遊んだ遊びを記入してください. (いくつでも)
表 2 ｢健康状態について｣ の調査結果と全国平均
1. 大いに健康である 2. まあ健康である 3. あまり健康ではない
学 生 (n= 248) 113 (45.6％) 124 (50.0％) 11 (4.4％)
全国平均 (n=1020) 330 (32.4％) 655 (64.2％) 35 (3.4％)
※全国平均＝ ｢平成 30 年度体力・運動能力調査｣ の結果
3. 現状の運動・スポーツ実施状況について
最も多かった回答は ｢しない｣ (38.3％) であった｡ 次いで ｢ときたま (月 1-3 日)｣
(37.1％) であった｡ 全国平均と比較すると､ ｢ときたま｣ が､ 全国平均よりも高い傾向で
あった｡ しかし ｢ほぼ毎日｣ は全国平均 (10.7％) より少ない 5.2％であった｡ (表 4)
4. 学校時代の運動部活動経験
｢なし｣ (40.0％) が最も多く､ 次いで ｢中学校のみ｣ (32.3％) ｢中学校・高校｣ (19.8％)
の順であった｡ 全国平均は､ ｢中学校・高校｣ ｢中学校のみ｣ ｢なし｣ の順であるので､ 比
較すると ｢なし｣ ｢中学校のみ｣ が多く､ ｢中学校・高校｣ ｢中学校・高校・大学｣ が少な
い傾向であった｡ また､ ｢なし｣ ｢中学校のみ｣ の合計は 72.3％で､ 7 割以上が高校以降は
運動部活動経験がない結果であった｡ 全国平均は ｢なし｣ ｢中学校のみ｣ の合計は 43.9％
なので､ かなり高い結果であった｡ また大学での運動部活動は､ 全国平均が 17.3％であ
るのに対して､ 5％とこちらはかなり少ない結果であった｡ (表 5)
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表 3 ｢体力について｣ の調査結果と全国平均
1. 自信がある 2. 普通である 3. 不安がある
学 生 (n=248) 25 (10.1％) 126 (50.8％) 97 (39.1％)
全国平均 (n=1019) 79 ( 7.8％) 604 (59.3％) 336 (33.1％)
※全国平均＝ ｢平成 30 年度体力・運動能力調査｣ の結果








学 生 (n=248) 13 ( 5.2％) 48 (19.4％) 92 (37.1％) 95 (38.3％)
全国平均 (n=990) 106 (10.7％) 223 (22.5％) 244 (24.6％) 417 (42.1％)
※全国平均＝ ｢平成 30 年度体力・運動能力調査｣ の結果
表 5 ｢学校時代の運動部活動経験｣ についての調査結果と全国平均
1. 中学校のみ 2. 高校のみ 3. 大学のみ 4.中学校・高校
学 生 (n=248) 80 (32.3％) 10 (4.0％) 3 (1.2％) 49 (19.8％)
全国平均 (n=900) 231 (25.7％) 21 (2.3％) 15 (1.7％) 328 (36.4％)
5. 中学校・大学 6. 高校・大学 7. 中・高・大学 8. なし
学 生 (n=248) 0 ( 0％) 0 ( 0％) 7 ( 2.8％) 98 (40.0％)
全国平均 (n=900) 9 (1.0％) 11 (1.2％) 121 (13.4％) 164 (18.2％)
※全国平均＝ ｢学校時代の運動部 (クラブ) 活動の経験別体力年齢と暦年齢の比較｣ の結果から算出
5. 幼稚園・保育園時代に遊んだ遊び
合計で 932 の回答が得られた｡ 最多回答数が 18 種目､ 最少回答数が 0 種目で､ 平均は
3.76 種目であった｡ 最も多かった回答は ｢鬼ごっこ｣ で 53.2％であった｡ 次いで ｢おま
まごと｣ (39.5%)､ ｢砂遊び｣ (27.0%)､ ｢かくれんぼ｣ (21. 0%) の順であった｡ 自然遊び
が 20 位以内には入っていなかった｡ 次に室内遊びが 5種類 (おままごと､ お絵描き､ 積
み木､ 折り紙､ 人形遊び) 入っていた｡ また伝承遊び 9種類 (鬼ごっこ､ おままごと､ か
くれんぼ､ 縄跳び､ 竹馬､ 折り紙､ だるまさんがころんだ､ はないちもんめ､ 人形遊び)




平成 25 年度の文部科学省の調査8) では､ 運動やスポーツをすることが ｢苦手・やや苦手｣
と答えた小学 5 年生の 34.8％が ｢体育の授業は楽しいか｣ について ｢あまりそうは思わ
ない｣ ｢全くそうは思わない｣ と回答している｡ また同様に運動やスポーツをすることが
｢きらい・ややきらい｣ と答えた小学 5年生女児の 55.3％が ｢体育の授業は楽しいか｣ に
ついて ｢あまりそうは思わない｣ ｢全くそうは思わない｣ と回答しいている｡ さらに本研
究結果の ｢40％が中学校以降運動部活動に所属していない｣ ことを考慮すると､ 保育士・
幼稚園教諭養成機関に通う女子学生は､ 運動や体育に対する苦手意識が強く､ その必要性
を低く考えていると推察される｡ 早川ら9) が養成機関における教育課題として ｢運動の楽




表 6 幼稚園保育園時代に遊んだ遊び (上位 20)
順位 遊び名 回答数 割合 順位 遊び名 回答数 割合
1 鬼ごっこ 132 53.2% 11 滑り台 19 7.7%
2 おままごと 98 39.5% 12 積み木 (レゴ含む) 18 7.3%
3 砂遊び 67 27.0% 16 うんてい 17 6.9%
4 かくれんぼ 52 21.0% 16 竹馬 17 6.9%
5 ぶらんこ 49 19.8% 16 遊具 17 6.9%
6 縄跳び 46 18.5% 16 折り紙 17 6.9%
7 泥団子 32 12.9% 17 ごっこ遊び 15 6.0%
8 鉄棒 31 12.5% 18 だるまさんがころんだ 13 5.2%
9 ドッヂボール 30 12.1% 20 はないちもんめ 12 4.8%
10 お絵描き 25 10.1% 20 人形遊び 12 4.8%
次に幼時期に遊んだ遊びについては､ 細井ら10) の報告と同様に上位は鬼ごっこ､ おま




に対する領域 ｢健康｣ の指導法として､ ｢運動遊びをさせる方法｣ を教育・実践すること
が最重要課題であるのであろうか｡ 確かに技術的に方法論を用いて指導を行うことも重要
かもしれない｡ しかし ｢領域健康の指導方法及び保育の構想｣11) におけるモデルカリキュ
ラムにあるように､ 学生が､ 具体的な指導場面を想定することができる必要があり､ ｢幼
児の心情､ 認識､ 思考及び動き等を視野に入れた保育構想の重要性を理解している｣ こと
が重要であるとしている｡ 原田5) は ｢運動遊びをさせようではなく､ 積極的に運動遊びを




























本研究から､ 養成機関の学生の特徴を見出し､ 遊びの必要性､ 遊びの楽しさを理解し､
学生の経験が少ないと考えられる自然遊びやボール遊びについての楽しさを体験する内容
を実践した後､ 運動遊び指導を学ぶ方法が提案された｡ しかし本研究は思い出しによる調
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